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裁量的政策調整と共同体方式の聞の理論・実証上の差異に関する批判的考察

裁
量
的
政
策
調
整
と
共
同
体
方
式
の
聞
の

理
論
・
実
証
上
の
差
異
に
関
す
る
批
判
的
考
察

井

上

連日

一
は
じ
め
に

二

O
M
C
と
は
ー
ー
そ
の
対
象
と
方
式
、
共
同
体
方
式
と
の
相
違

三

O
M
C
の
政
策
方
式
と
し
て
の
現
状
｜
｜
参
加
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
学
習
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
｜
｜

四

O
M
C
と
共
同
体
方
式
の
本
質
的
な
異
同

ハ
門
理
論
的
な
観
点
か
ら
の
異
同

ω
実
証
的
な
観
点
か
ら
の
異
同

五

お

わ

り

に

は
じ
め
に

E
U
研
究
で
は
「
新
し
い
形
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

あ
る
い
は
「
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
忠
司
容
認
5
8
8）
」
と
い
う
用
語
が
多
用
さ
れ
、
こ
れ
を
研
究
対
象
に
す
る
研
究
潮
流
が
発

二
O
世
紀
末
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

（

5
4司
目
。
品
。
。
内
問
。

4
0
3
m
g
g）」

379 
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展
し
た
。
こ
れ
は
当
時
焦
点
が
あ
た
っ
て
い
た
雇
用
関
係
の
政
策
領
域
で
用
い
ら
れ
て
い
た
裁
量
的
政
策
調
整
（
。
吉
田
富
2
F
a
え

（

1
）
 

。
。
ー
。
三
宮
忠
吉
円
以
下
、
「
O
M
C
」
と
記
述
）
と
い
う
政
策
方
式
が
、
従
来
の
政
策
方
式
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

一
九
八

0
年
代
後
半
に
進
展
し
た
域
内
市
場
統
合
で
用
い
ら
れ
た
「
共
同
体
方
式
（
。
。
E
g
g
－q
冨

z
z
e」
で
は
、

E
U
と
加

盟
国
の
聞
の
垂
直
的
な
関
係
、
と
り
わ
け
共
同
体
立
法
を
通
じ
た
加
盟
国
へ
の
法
的
拘
束
が
目
立
っ
た
が
、

O
M
C
で
は
共
同
体
レ

ベ
ル
の
立
法
を
経
ず
に
加
盟
国
間
の
水
平
的
な
関
係
を
通
じ
て
取
り
組
み
の
収
般
を
促
す
と
い
う
点
、
そ
の
際
に
多
様
な
行
為
主
体

に
よ
る
政
策
参
加
と
加
盟
国
に
よ
る
相
互
学
習
（

B
E
S
Z
S
E
E
m）
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
点
が
注
目
、
強
調
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
連
の
研
究
動
向
で
強
調
さ
れ
る
共
同
体
方
式
と
の
差
は
、
従
来
の
政
策
方
式
と
の
間
に
あ
る
自
明
か
つ
明
白
な

相
違
に
敷
街
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
域
内
市
場
統
合
が
対
象
に
し
て
い
る
「
人
・
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
資
本
の
自
由
移
動
」
達
成
の
た
め

の
各
国
残
存
障
壁
の
撤
廃
と
、

O
M
C
が
対
象
に
し
て
い
る
雇
用
・
社
会
・
教
育
に
か
か
わ
る
政
策
措
置
と
で
は
、
政
策
分
野
の
性

質
上
、
後
者
に
国
家
主
権
の
影
響
が
よ
り
色
濃
く
出
る
。
つ
ま
り
、

O
M
C
と
い
う
政
策
方
式
に
E
U
か
ら
の
法
・
政
治
的
強
制
が

と
も
な
わ
な
い
の
は
、
政
策
領
域
の
特
性
に
よ
る
論
理
的
帰
結
の
域
を
出
な
い
。
ま
た
、
国
家
主
権
の
根
幹
を
な
す
よ
う
な
政
策
領

域
に
お
い
て
－
盟
国
間
の
協
力
を
促
し
そ
の
取
り
組
み
を
収
赦
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
各
国
の
政
策
選
好
（
胃
丘
2
8
8）
、
動
機
、

ひ
い
て
は
利
益
（
E
Z
S
E）
自
体
に
影
響
を
与
え
る
「
学
習
」
に
注
目
す
る
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
も
、

E
U
が
学
習
を
制
度
的

（

2
）
 

に
組
み
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
一
研
究
潮
流
を
構
成
す
る
ほ
ど
目
新
し
い
指
摘
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、

O
M
C
の

何
を
も
っ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
「
新
た
な
形
」
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

（

3
）
 

本
論
文
で
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
政
治

G
a
E
g）
、
政
策
（
吉
田
ミ
）
の
観
点
か
ら
捉
え
、

O
M
C
が
E
U内
政
治
お
よ
び
政
策

に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
を
検
討
す
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

E
U
レ
ベ
ル
の
政
治
、
つ
ま
り
共
通
の
政
策
あ
る
い
は

協
力
の
成
立
を
左
右
す
る
要
因
が
従
来
の
政
策
方
式
と
O
M
C
と
で
決
定
的
に
異
な
る
の
か
ど
う
か
、
異
な
る
な
ら
ば
そ
の
要
因
と

は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
加
盟
国
が
E
U
か
ら
強
制
さ
れ
る
か
あ
る
い
は
自
主
的
に
学
習
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
仮
に
E
U
レ

380 



ベ
ル
の
政
策
な
い
し
協
力
の
成
否
、
す
な
わ
ち

E
U
政
治
の
成
否
が
同
じ
要
因
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
相
違
は
根
源

的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
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そ
の
た
め
に
、
本
論
文
は
ま
ず
、

o
M
C
が
一
部
の
研
究
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
特
徴
を
実
際
に
発
揮
し
て
い
る

の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
仮
に
発
揮
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
新
し
い
政
策
方
式
で
あ
る
O
M
C
と
い
え
ど
も

E
U
の

政
治
・
政
策
協
調
の
成
否
を
左
右
す
る
要
因
は
従
来
の
政
策
方
式
と
相
違
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
二
節
に

お
い
て
、

O
M
C
の
対
象
と
方
式
を
概
観
し
な
が
ら
そ
の
理
論
的
・
実
証
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
、
第
三
節
で
は
既
存

研
究
に
よ
る
O
M
C
へ
の
評
価
に
基
づ
い
て
、

O
M
C
の
特
徴
た
る
部
分
が
当
初
の
想
定
ど
お
り
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
。
そ
の
う
え
で
、
第
四
節
に
お
い
て
、
理
論
的
か
つ
実
証
的
観
点
か
ら
共
同
体
方
式
と
O
M
C
と
を
検
討
し
た
結
果
、

E
U
政
治

と
政
策
の
成
否
を
左
右
す
る
要
因
に
お
い
て
、

O
M
C
は
根
本
的
に
は
共
同
体
方
式
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。

O
M
Cと
は
ー
ー
そ
の
対
象
と
方
式
、
共
同
体
方
式
と
の
相
違

一
九
九

0
年
代
は
、

E
U
の
コ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
域
内
市
場
統
合
以
外
に
も
、
統
合
な
い
し
政
府
間
協
力
が
進
展
し
た

時
期
で
あ
っ
た
。
冷
戦
終
結
、
東
西
ド
イ
ツ
統
合
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
に
直
面
す
る
さ
な
か
、

E
U
は
そ
の
基
本
条
約
を

更
改
し
て
（
マ

l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
外
交
や
安
全
保
障
分
野
で
の
協
力
を
進
め
、
通
貨
統
合
に
ま
で
着
手
し
た
。
ま
た
、
マ

l
ス

ト
リ
ヒ
ト
条
約
は

E
U連
合
市
民
権
の
規
定
を
設
け
て
お
り
、

E
U統
合
が
国
境
を
越
え
る
エ
リ
ー
ト
や
多
国
籍
企
業
だ
け
で
は
な

く
加
盟
国
市
民
の
利
益
と
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
一
九
九

0
年
代
中
葉
ま
で
の
潮
流
に
く
わ
え
て
、
一

九
九

0
年
代
後
半
、
と
り
わ
け
一
九
九
七
年
以
降
は
、
各
国
に
左
派
政
権
が
登
場
し
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
社
会
政
策
や
雇
用
に

か
か
わ
る
分
野
が

E
U
レ
ベ
ル
で
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

381 
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一
九
九
七
年
、
基
本
条
約
を
更
改
す
る
た
め
の
新
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
と
名
づ
け
ら
れ
た
更
改
基
本
条

約
に
は
、
雇
用
に
関
す
る
章
（
一
二
五
l

一三
O
条
）
が
設
け
ら
れ
た
。
当
時
の
域
内
の
高
失
業
率
を
う
け
、
高
い
雇
用
率
の
実
現

382 

へ
向
け
た
加
盟
国
間
の
政
策
の
調
整
を
E
U共
通
の
関
心
事
と
し
て
条
約
に
明
記
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
基
本
条
約
上
は
、

E

U
が
個
々
の
労
働
者
の
権
利
、
と
り
わ
け
雇
用
に
関
す
る
権
利
に
ま
で
関
心
を
払
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
は

E
U
に
立
法
的
な
権
限
を
付
与
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
構
成
国
間
の
協
力
促
進
は
情
報
お
よ
び
ベ
ス
ト
・

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
交
換
を
中
心
に
し
た
政
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
構
成
因
の
法
律
お
よ
び
規
制
の
調
和
（

F
R－

B
S
－st。
ロ
）
の
余
地
を
排
除
し
た
た
め
で
あ
る
（
一
二
九
条
）
。

同
年
一
一
月
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
理
事
会
で
は
、
欧
州
雇
用
戦
略
（
開

5
8
0
8
何
百
三
ミ
B
O
E
2
5
Z匂一

以
下
、
「
E
E
S」
と
記
述
）
が
採
択
さ
れ
た
。

E
E
S
の
初
期
の
五
年
間
（
一
九
九
八

l
二
O
O
二
年
）
は
、
就
業
能
力
（
O
B
Z。
3
・

σ庄
司
）
の
向
上
、
労
働
者
の
適
応
能
力

ge玄関
E
芝
、
）
の
向
上
、
起
業
家
精
神
（
O
E
B胃
g
g
g
E司
）
、
男
女
間
の
機
会
均
等

s
a
g
－m
o
E
2
8
3
2
5芝
、
）
を
四
つ
の
柱
と
し
て
お
り
、
高
度
な
失
業
率
に
見
舞
わ
れ
る
な
か
、
欧
州
レ
ベ
ル
で
雇
用
率
と
競

争
力
と
を
高
め
よ
う
と
し
た
。

（

4
）
 

E
E
S
で
は
、
毎
年
以
下
五
つ
の
政
策
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り
返
す
よ
う
定
め
た
。
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

E
U
で
共
通
し
て
い
る
が

法
的
に
は
拘
束
力
の
な
い
雇
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
目
標
、
指
標
の
作
成
で
あ
る
。
理
事
会
が
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
策
定
を
促
す
。

加
盟
国
は
こ
の

E
U
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
自
国
の
雇
用
行
動
計
画
（
Z
忠
吉

g
一pazロ

E
S
向
。
吋
一
明
目
立
ミ

B
gけ
Z
K
F
司
）
を
作
成
す
る
。
雇
用
行
動
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
自
他
の
取
り
組
み
の
進
捗
評
価
に
用
い
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
行
動
計
画
は
欧
州
委
員
会
に
も
評
価
さ
れ
る
が
、
当
該
評
価
は
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
（
後

（

5
）
 

述
）
の
構
成
要
素
と
な
っ
た
。
第
三
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
各
国
に
よ
る
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
た
よ
り
よ
い
取
り
組
み
、
す
な
わ
ち

グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
選
定
と
そ
の
吸
収
（
伝
播
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
第
四
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
共
同
雇
用
レ
ポ
l



の
作
成
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
第
五
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
で
策
定
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
目
標
、
指
標
、
手
続
の
レ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

E
E
S
に
お
け
る
政
策
プ
ロ
セ
ス
（
サ
イ
ク
ル
）
は
、

（

6
）
 

後
述
す
る
O
M
C
の
礎
と
な
っ
た
。

ト
と
国
別
の
課
題
（

3
8
B
E
g
e
z。ロ）
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E
E
S
は
就
業
能
力
や
適
応
能
力
を
そ
の
柱
に
し
て
い
た
た
め
、
雇
用
に
直
接
か
か
わ
る
雇
用
政
策
、
労
働
市
場
政
策
に
と
ど
ま

ら
ず
、
財
政
、
社
会
的
包
摂
（
宮
己

g
Zロ
）
、
年
金
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
教
育
な
ど
、
各
国
の
主
権
に
か
か
わ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
分

野
に
も
か
か
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
加
盟
国
に
法
的
拘
束
力
を
課
す
こ
と
は
せ
ず
、

E
U
で
大
ま
か
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
つ
つ
も

そ
の
実
践
に
つ
い
て
は
加
盟
国
の
自
主
的
な
行
動
、
と
り
わ
け
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
や
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
学
習
に
任
せ
た
。

つ
ま
り
、

E
E
S
で
用
い
ら
れ
た
政
策
方
式
は
、
非
強
制
的
、
非
集
権
的
な
性
質
を
有
し
て
い
た
。

E
E
S
で
用
い
ら
れ
た
こ
の
方
式
に
「
O
M
C」
と
い
う
用
語
を
公
式
に
あ
て
た
の
は
、
二

0
0
0年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
リ
ス

ボ
ン
欧
州
理
事
会
で
あ
る
。
リ
ス
ボ
ン
欧
州
理
事
会
は
、
「
二

O
一
O
年
ま
で
に

E
U
を
世
界
で
も
っ
と
も
競
争
力
が
あ
り
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
知
識
基
盤
型
経
済
に
変
え
て
、
持
続
的
な
経
済
成
長
、
雇
用
環
境
の
改
善
、
社
会
的
結
束
を
可
能
に
す
る
」
こ
と
を
目
指

し
た
所
謂
「
リ
ス
ボ
ン
戦
略
」
を
表
明
し
た
。
リ
ス
ボ
ン
戦
略
は
、
欧
州
経
済
の
強
み
と
弱
み
と
を
分
析
し
た
う
え
で
、
雇
用
向
上
、

経
済
改
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
、
社
会
的
結
束
に
向
け
て
必
要
な
取
り
組
み
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
リ
ス
ボ
ン
戦

略
は
、
知
識
基
盤
型
経
済
（

EodユamolE諸
島

0
8
8
B可
）
、
す
な
わ
ち
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
I
C
T
）
技
術
や
研
究
開

（

7
）
 

発
、
先
駆
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
土
壌
整
備
、

I
C
T
を
既
に
活
用
し
て
い
る
金
融
業
（
市
場
）
の
て
こ
入
れ
を
目
指
し
た
。

ま
た
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
成
長
だ
け
で
は
な
く
E
U市
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

（

8
）
 

人
々
に
投
資
し
積
極
的
な
福
祉
国
家
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
欧
州
社
会
モ
デ
ル
を
現
代
化
す
る
こ
と
も
射
程
に
入
れ
て
い
る
。
な
お
、

（

9
）
 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
成
功
裏
に
進
め
ば
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
経
済
成
長
率
達
成
も
見
込
め
る
と
推
計
し
た
。

リ
ス
ボ
ン
戦
略
を
実
行
し
て
目
標
達
成
へ
向
け
た
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
の
収
般
を
促
す
た
め
に
、
リ
ス
ボ
ン
欧
州
理
事
会
で
は
、
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（

叩

）

（

U
）

ソ
フ
ト
で
非
立
法
的
な
ツ
l
ル
で
あ
る

O
M
Cを
提
起
し
た
。

O
M
C
は
加
盟
国
が
他
の
加
盟
国
の
取
り
組
み
を
参
照
し
な
が
ら
自
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国
の
政
策
枠
組
を
選
択
、
洗
練
、
発
展
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
段
階
で
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
段
階
と

し
て
、
短
・
中
・
長
期
的
な
目
標
達
成
の
た
め
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
と
も
な
う
E
U
レ
ベ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
確
定
、
第
二
段

階
と
し
て
（
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
比
較
の
手
段
と
し
て
の
）
量
的
・
質
的
な
指
標
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
策
定
、
第
三
段
階
と
し
て

（
各
国
あ
る
い
は
地
域
の
実
情
を
組
み
入
れ
た
形
で
の
）

E
U
レ
ベ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
各
国
あ
る
い
は
地
域
の
政
策
へ
の
反
映

（可
g
ω
E
Z）
そ
し
て
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
お
よ
び
達
成
方
法
の
策
定
、
第
四
段
階
と
し
て
相
互
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
設
け
ら
れ

（

臼

）

た
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
市
場
統
合
に
用
い
ら
れ
て
き
た
共
同
体
方
式
と
は
異
な
り
、
補

完
性
の
原
則
、
と
り
わ
け
加
盟
国
や
地
域
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
や
市
民
社
会
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
参

加
が
強
調
さ
れ
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
比
較
検
討
す
る
際
に
は

E
U側
の
組
織
（
欧
州
委
員
会
）
単
独
で
は
な
く
そ
う
し
た

（

日

）

社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
や
企
業
、

N
G
O
な
ど
の
利
害
関
係
者
と
連
携
し
て
あ
た
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
冒
頭
で
紹
介
し

た
「
新
し
い
形
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
研
究
者
が
O
M
C
に
注
目
す
る
非
強
制
的
、
非
集
権
的
要
素
｜
｜
E
U
レ
ベ
ル
の
立
法
を
通
じ
て

（

M
）
 

加
盟
国
を
拘
束
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
柔
軟
に
自
主
的
な
学
習
に
よ
る
取
り
組
み
の
収
般
を
め
ざ
す
ー
ー
が
公
式
か
つ
明
確

な
形
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。

リ
ス
ボ
ン
欧
州
理
事
会
の
後
は
、
欧
州
理
事
会
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
理
事
会
決
議
を
通
じ
て

O
M
C
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
。
社
会
包
摂
（
ω
R
E－－ロ己
g
Z芝
、
年
金
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
研
究
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
に
は
明
示
的
に

O
M
C
が
適
用

（

日

）

さ
れ
、
情
報
社
会
、

e
s
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
も
O
M
C
に
類
似
し
た
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

O
M
C
は
、
従
来
の
共
同
体
方
式
を
通
じ
た
上
（
E
U）
か
ら
の
法
的
強
制
を
か
け
づ
ら
い
、
す
な
わ
ち
加
盟

国
や
地
域
の
特
性
（
相
違
）
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
雇
用
や
社
会
に
か
か
わ
る
分
野
を
対
象
に
適
用
さ
れ
は
じ
め
た
。

E
U

が
そ
の
基
本
条
約
に
雇
用
や
社
会
に
か
か
わ
る
章
を
設
け
た
以
上
、

E
U
は
低
成
長
、
高
失
業
率
に
悩
ま
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済



へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
分
野
は
加
盟
国
の
財
政
（
年
金
）
政
策
と
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
国
や
地

域
に
よ
っ
て
取
り
組
み
が
異
な
る
分
野
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

裁量的政策調整と共同体方式の聞の理論・実証上の差異に関する批判的考察

E
U
は
大
き
な
枠
組
と
し
て
の
目
標
を
掲
げ
て
各
国
に
よ
る
取

り
組
み
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
主
導
す
る
に
と
ど
め
、
実
体
的
な
計
画
の
策
定
、
実
行
そ
し
て
反
省
と
修
正
計
画
の
策
定
は
加
盟
国

に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
加
盟
国
同
士
が
互
い
の
取
り
組
み
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
相
互
に
学
習
し
て
、
目
標
達
成
に
必
要

な
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
の
収
赦
が
進
む
の
を
待
っ
た
。
ま
た
、

O
M
C
が
対
象
に
し
た
分
野
は
労
使
関
係
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
も
か
か
わ
る
た
め
、
広
く
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
、
す
な
わ
ち
労
働
組
合
や
利
害
関
係
者
、

N
G
O
な
ど
の
参
加
や
連
携
も
促

し
た
。
こ
の
よ
う
な
非
強
制
的
、
非
集
権
的
、
参
加
型
の
政
策
方
式
は
一
九
九
七
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
や

E
E
S
に
端
を
発

（日）

す
る
が
、
二

0
0
0年
の
リ
ス
ボ
ン
欧
州
理
事
会
以
降
、
「

o
M
C」
と
い
う
名
称
が
公
式
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

O
M
C
の
政
策
方
式
と
し
て
の
現
状

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
学
習
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
ー
ー
ー

｜
｜
参
加
、

O
M
C
は
、
分
権
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
幅
広
い
行
為
主
体
に
よ
る
参
加
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
た
加
盟
国
に
よ
る
自
主
的
な
相
互
学
習
を
特
徴
と
し
た
。

O
M
C
は
加
盟
国
に

E
U共
通
の
課
題
に
取
り

組
ま
せ
つ
つ
も
各
国
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
目
的
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
広
い
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
の
収
般
の
み
を
加
盟
国

に
促
す
に
と
ど
ま
り
、
特
定
の
ル

l
ル
、
法
・
制
度
、
規
制
を

E
U
レ
ベ
ル
で
制
定
し
そ
れ
へ
収
赦
す
る
こ
と
を
求
め
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
非
強
制
、
分
権
的
な
政
策
方
式
の
制
度
化
が
、
一
部
研
究
者
に
「
新
た
な
形
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
」
の
萌
芽
だ
と
認
知
さ
せ

た
の
だ
が
、
果
た
し
て

O
M
Cは
当
初
想
定
し
て
い
た
成
果
、
す
な
わ
ち
、
加
盟
国
に
よ
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
学
習
を
通

じ
た
大
ま
か
な
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
の
収
数
、
ひ
い
て
は
リ
ス
ボ
ン
戦
略
が
目
指
し
た
雇
用
状
況
や
経
済
情
勢
の
改
善
、
経
済
革
新
を

前
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
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ま
ず
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
自
体
が
狙
っ
た
成
長
や
雇
用
に
か
か
わ
る
成
果
に
つ
い
て
だ
が
、
戦
略
の
中
間
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ

0

0
0年
代
中
葉
以
降
で
す
ら
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
が
想
定
し
た
成
果
を
得
た
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
取
り

組
み
に
成
功
す
れ
ば
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
経
済
成
長
率
は
表
1
の
と
お
り
、
全
体
と
し
て
は

不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
雇
用
率
表
2
を
み
て
も
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
た
二

0
0
0年
以
降
、
事
態
は
大
き
く

好
転
し
た
訳
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
二
一
世
紀
の
欧
州
経
済
は
ア
メ
リ
カ
発
の

I
T
バ
ブ
ル
崩
壊
、
二

O
O
四
年
の
拡
大
、
そ
し

て
二

O
O
八
年
か
ら
の
世
界
金
融
危
機
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
に
端
を
発
す
る
財
政
危
機
な
ど
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
経
済
情

勢
が
数
値
の
上
で
の
リ
ス
ボ
ン
戦
略
達
成
を
困
難
に
し
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の
実
行
プ
ロ
セ

ス
を
定
め
た

O
M
Cと
い
う
政
策
方
式
に
戦
略
達
成
へ
の
障
害
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
余
地
は
あ
る
。

O
M
C
と
い
う
方
式
が
ど
れ
ほ
ど
加
盟
国
間
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
交
換
お
よ
び
そ
の
自
主
的
な
学
習
に
貢
献

そ
れ
で
は
、

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
間
い
に
対
す
る
答
え
は
否
定
的
で
あ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、

O
M
C
の
特

徴
た
る
参
加
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
た
学
習
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

定
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
当
初
の
想

た
と
え
ば
、
多
様
な
行
為
主
体
（
利
害
関
係
者
）
の
参
加
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
の
実
証
研
究

（口）

を
通
じ
て
、
参
加
は
官
僚
や
一
部
の
専
門
家
に
限
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
、
ボ

ラ
と
グ
レ

1
ヴ
エ

（図。円忌
ωω
ロ内田の
5
4
0
）
は
、

O
M
C
の
対
象
領
域
が
と
も
す
れ
ば
雇
用
や
年
金
、
教
育
な
ど
に
ま
た
が
る
広
域

的
な
問
題
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
官
僚
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
兆
候
を
見
せ
て
い
て
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
均
等
に
は
巻
き
込
ん
で
い

（問）

な
い
と
洞
察
し
て
い
る
。
実
際
の

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
、
と
く
に
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、
当
局
者
間
の
交
流
や
情
報
交
換
が

さ
か
ん
に
な
り
、
選
挙
に
よ
ら
な
い
国
家
レ
ベ
ル
の
公
務
員
や
欧
州
委
員
会
の
役
人
に
よ
っ
て
細
か
な
実
務
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と



E
U
の
経
済
成
長
率
（
%
、
対
前
年
比
、
2010
年
は
暫
定
値
）

表
1

2010 
2009 

2008 
2007 

2006 
2005 

2004 
2003 

2002 
2001 

2000 

L
O
 

-4.2 
0.6 

2.9 
3.1 

1.9 
2.5 

1.3 
1.2 

2.0 
3.9 

EU-25 

0.9 

出
典
：
Eurostat

E
U
に
お
け
る
雇
用
率
（
%
）

1998 
1999 
2000 
2001 
2002 
2003 
2004 
2005 
2006 
2007 
2008 
2009 

EU-25
男
女
61.2 
61.9 
62.4 
62.8 
62.8 
63.0 
63.4 
64.0 
64.8 
65.8 
66.3 
65.0 

EU-25
女
性
51.8 
52.9 
53.6 
54.3 
54.7 
55.2 
55.8 
56.6 
57.6 
58.6 
59.4 
58.9 

EU-15
男
女
61.4 
62.5 
63.4 
64.1 
64.2 
64.5 
64.9 
65.4 
66.2 
66.9 
67.3 
65.9 

EU-15
女
性
51.6 
53.0 
54.1 
55.0 
55.6 
56.2 
57.0 
57.8 
58.7 
59.7 
60.4 
59.9 

~
 

出
典
：
Eurostat

臨鮎wg「果話時が監日臨州me斗掛川祢・纏闘eEQ税収44E味心掛羅棋醤宕酬輔

-4.3 
0.5 

2.7 
3.0 

1.8 
2.3 

1.2 
1.2 

1.9 
3.9 

E
U
・15

表
2
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のが
で多
あ（い
る~ 0 

0 そ

の
た
め

O
M
C
の
当
初
の
想
定
と
は
異
な
り
、
実
際
に
は
専
門
家
主
導
で

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で
い
た
と
い
う

388 

ま
た
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
た
学
習
に
つ
い
て
も
、
そ
の
成
果
に
対
し
て
疑
問
が
付
さ
れ
た
。

E
E
S
の
事
例
研
究
に
よ
っ

（却）

て
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
た
学
習
は
加
盟
国
が
自
ら
政
策
を
試
行
錯
誤
す
る
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
い
う
効
果
が
確
認
さ
れ
た
も

（幻）

の
の
、
そ
の
よ
う
な
自
主
的
な
政
策
「
学
習
」
の
発
生
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
自
主
的
な
学
習
が
見
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
戦

（

n） 

略
的
に
管
理
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
よ
り
は
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

O
M
C
が
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
加
盟
国
に
よ
る
自
主
的
な
計
画
策
定
と
実
施
を
定
め
て
い
る
た
め
に
、
加
盟
国
の
国
内
制
度
や
慣
行
の
相
違
が

（犯）

ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
実
行
を
事
実
上
困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

E
E
S
が
O
M
C
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
加
盟
国
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
結
果
、
他
国
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が

直
接
圏
内
に
は
浸
透
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
各
国
の
環
境
や
制
度
、
論
理
、
行
為
主
体
（
利
害
関
係
者
）
、
利
益
（
吉
宮
尽
き
に

適
合
し
た
形
に
変
換
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
に
よ
る

E
E
S導
入
の
事
例
研
究
で
は
、
連
邦
各
州
、

教
会
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
、

N
G
O
な
ど
の
利
害
関
係
者
が

E
E
S
の
策
定
と
実
行
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
囲
内
行

（剖）

為
主
体
に
課
題
が
認
識
さ
れ
て
よ
う
や
く
変
革
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ピ
ア
・
レ

ビ
ュ
ー
を
通
じ
た
学
習
は
、
加
盟
国
間
の
組
織
・
文
化
・
行
政
・
慣
行
の
相
違
（
多
様
性
）
、
そ
し
て
財
政
的
な
制
約
な
ど
と
い
っ

（お）

た
（
政
治
）
構
造
的
な
要
素
に
阻
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、

こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の
実
践
を
経
て
、
近
年
で
は
研
究
者
が
当
初
O
M
C
に
見
出
し
て
い
た
「
新
し
い
」
部
分
の
大
半

が
現
実
に
は
発
揮
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
多
様
な
行
為
主
体
に
よ
る
参
加
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
実
際
に
は
限
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
学
習
と
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
現
実

に
は
互
い
に
衝
突
し
て
加
盟
国
に
よ
る
他
国
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
吸
収
と
実
践
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
リ
ス
ボ
ン
戦
略



達
成
の
た
め
の
政
策
協
調
方
式
の
成
果
が
所
期
の
想
定
を
こ
と
ご
と
く
下
回
っ
て
い
る
以
上
、
世
界
経
済
情
勢
の
如
何
に
か
か
わ
ら

ず
、
論
理
と
し
て
戦
略
達
成
は
不
可
能
だ
と
い
う
の
が
合
理
的
な
結
論
で
あ
ろ
う
。
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四

O
M
C
と
共
同
体
方
式
の
本
質
的
な
異
同

o
M
C
は
そ
の
非
強
制
的
、
分
権
的
な
性
質
か
ら
、
「
新
し
い
形
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
だ
と
称
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
政
策
方

式
と
し
て
の
「
新
し
い
」
部
分
は
ほ
と
ん
ど
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

O
M
C
は
共

同
体
方
式
と
何
が
異
な
る
の
か
、

E
U
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
根
幹
ー
ー
ー
冒
頭
の
表
現
に
即
す
る
な
ら
ば

E
U政
治
お
よ
び
政
策

協
調
の
正
否
の
決
定
要
因
ー
ー
は
大
き
く
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、

O
M
Cと
共
同
体
方
式
と
の
聞
の
相
違
を
、
理
論

的
・
実
証
的
な
観
点
か
ら
検
証
す
る
。

理
論
的
な
観
点
か
ら
の
異
同

理
論
的
に
は
、
共
同
体
方
式
と
の
比
較
で

O
M
C
が
有
す
る
最
大
の
特
質
は
、
こ
れ
ま
で
敷
街
し
て
き
た
と
お
り
、
そ
の
非
強
制

的
性
格
に
あ
る
。
共
同
体
方
式
の
下
で
は
、
基
本
的
に

E
U
レ
ベ
ル
で
法
や
ル

l
ル
を
形
成
し
、
こ
れ
を
加
盟
国
に
導
入
さ
せ
る
。

加
盟
国
に
よ
っ
て
法
的
義
務
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
は
罰
則
を
科
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
共
同
体
方
式
の
性
質
は
、
こ
の

適
用
対
象
と
な
っ
た
域
内
市
場
統
合
分
野
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
域
内
市
場
統
合
は
も
と
も
と

E
U基
本
条
約
で

目
指
さ
れ
て
い
な
が
ら
一
九
八

0
年
代
初
頭
に
お
い
て
す
ら
達
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
未
完
の
根
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
っ
た
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
を
実
現
し
な
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
に
立
ち
遅
れ
る
（
世
界
市
場
の
獲
得
競
争
に
取
り
残
さ
れ
る
）
こ
と
を
意
味
し
た
。

つ
ま
り
、

E
U
レ
ベ
ル
で
市
場
統
合
を
後
押
し
す
る
強
力
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
な
け
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
に
は
未
来
が
な
い
と

389 
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い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
当
時
の

E
U経
済
状
況
は
差
し
迫
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
市
場
統
合
を
断
固
と
し
て
す
す
め
る
た
め

に
は
、
条
約
で
定
め
た
「
人
・
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
資
本
の
自
由
移
動
」
の
妨
げ
と
な
る
各
国
の
残
存
障
壁
の
撤
廃
そ
し
て
市
場
統
合

の
た
め
に
必
要
に
な
る
共
通
ル

l
ル
の
策
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
結
果
、
域
内
市
場
統
合
の
分
野
で
は
、

E
U
レ
ベ
ル
の
立
法
を
通

じ
て
加
盟
国
内
の
規
制
、
法
、
ル

l
ル
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
共
同
体
方
式
が
多
用
さ
れ
た
背
景
が
あ

（部）る。

390 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
共
同
体
方
式
に
つ
い
て
は
加
盟
国
を
強
制
す
る
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
れ
は
共
同
体
方
式
が

加
盟
国
の
大
き
な
抵
抗
を
排
除
し
て
ま
で

E
U
の
意
図
を
強
要
す
る
し
く
み
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
共
同
体
方
式
が
適
用
さ

れ
て
い
る
域
内
市
場
統
合
分
野
で
す
ら
、

E
U
レ
ベ
ル
の
立
法
（
政
策
形
成
）
過
程
に
お
け
る
最
終
的
な
決
定
は
加
盟
国
代
表
が
集

ま
る
理
事
会
で
の
決
定
（
加
重
特
定
多
数
決
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
数
決
を
否
決
す
る
反
対
（
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
）
が

E
U
レ
ベ
ル
の
立
法
が
成
立
し
た
と
し
て
も
、
加
盟
国
に
よ
る
導
入
が
遅

生
じ
れ
ば
、

E
U
レ
ベ
ル
の
立
法
は
進
ま
な
い
。
ま
た
、

れ
る
こ
と
も
多
い
。

E
U立
法
の
う
ち
域
内
市
場
統
合
で
多
用
さ
れ
た
指
令
（

E
Z♀

zg
は、

E
U
レ
ベ
ル
で
制
定
さ
れ
た
後
に

加
盟
国
内
で
各
国
の
法
に
置
き
換
え
る
（
可
告
さ

g。
）
必
要
が
あ
る
。
こ
の
過
程
で
加
盟
国
内
に
お
い
て
議
論
や
抵
抗
が
あ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、

E
U
が
現
状
に
お
い
て
加
盟
諸
国
か
ら
な
る
連
邦
で
は
な
く
、
条
約
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
家
連

合
で
あ
る
以
上
、
加
盟
国
の
有
す
る
権
限
を
明
示
的
に

E
U
へ
委
譲
し
た
分
野
を
除
け
ば
、
究
極
的
な
強
制
は
加
盟
国
に
は
た
ら
か

な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
体
方
式
と
は
い
え
、
究
極
的
に

E
U政
治
、

E
U
レ
ベ
ル
の
政
策
・
協
調
の
成
否
を
左
右
す

（釘）

る
の
は
加
盟
国
の
態
度
、
す
な
わ
ち
加
盟
国
内
の
圏
内
情
勢
（
国
内
政
治
過
程
）
で
あ
る
。

一
方
の

O
M
C
は
、
加
盟
国
に
よ
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
加
盟
国
が
望
ま
な
い
こ
と
は
行
わ
れ
な
い

こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ
く
ま
で
加
盟
国
に
よ
る
自
主
的
な
学
習
の
み
が
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
浸
透
と
加
盟

国
間
の
取
り
組
み
の
収
般
を
支
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
O
M
C
に
お
い
て
は
、

E
U
レ
ベ
ル
の
政
策
協
調
（
収
数
）
が
進
む
か
否
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ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ
と
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
出
色
色

g
g
w
F
S仏
国
－

R
V丘
町
）
は
、

O
M
C
で
は
加
盟
国
に
よ
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
原
理
原
則
で
あ
る
た
め
、

O
M
C
の
ア
キ
レ
ス
臆
が
各
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
効
果

的
な
導
入
に
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
加
盟
国
圏
内
政
治
を
通
じ
た
態
度
の
決
定
が
O
M
C
プ
ロ
セ
ス
の
成
否
に
か
か
わ
っ
て
く
る
こ

（却）

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
と
い
う
局
面
か
ら
み
て
も
、
学
習
と
い
う
概
念
自
体
が
欧
州
化
（
関
口

g宮
g
－Ng
Zロ
）
研
究
に

（却）

も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
の
成
否
が
圏
内
政
治
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

か
の
究
極
的
な
決
定
要
因
は
加
盟
国
の
手
に
あ
る
。
実
際
、

欧
州
化
研
究
と
は
、
二

0
0
0年
前
後
に
注
目
さ
れ
た
政
策
領
域
で
あ
る
。
欧
州
化
研
究
は
、

E
U
か
ら
の
要
請
を
等
し
く
う
け

な
が
ら
も
加
盟
国
ご
と
に
対
応
や
取
り
組
み
が
異
な
る
事
実
を
説
明
す
る
た
め
に
、
加
盟
国
の
囲
内
要
因
に
説
明
項
を
求
め
た
。
結

果
、
加
盟
国
内
の

V
E
T
0
ポ
イ
ン
ト
の
多
寡
、
欧
州
化
を
促
進
す
る
公
的
制
度
の
有
無
、
中
央
｜
地
方
関
係
の
相
違
、

E
U
に
対

す
る
親
和
性
を
含
め
た
組
織
・
政
治
的
な
文
化
、
圏
内
行
為
主
体
と
り
わ
け
政
治
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
学
習
と
い
っ
た
要
因
が
加
盟

（却）

国
間
の
政
策
の
相
違
を
生
む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（お）

こ
の
よ
う
な
欧
州
化
研
究
に
お
け
る
学
習
と
同
様
、

O
M
C
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
実
証
研
究
を
通
じ
て
、

（担）

囲
内
制
度
や
慣
行
の
相
違
が
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
実
行
、
と
り
わ
け
相
互
学
習
を
困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
や
、
国

（犯）

内
要
因
・
条
件
、
と
り
わ
け
囲
内
の
政
策
選
好
や
利
益
、
導
入
の
コ
ス
ト
な
ど
が
政
策
協
調
の
成
否
を
決
定
す
る
と
い
う
事
実
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
の
成
否
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
為
主
体
が
ど
の
よ
う
な
利
益
や
戦

略
を
も
っ
て

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
何
が
、
ど
の
よ
う
に
重
要
な
機
会
、
制
約
、
利
益
そ
し
て
権

（鈍）

力
の
ル

l
ル
と
ゲ
l
ム
を
定
め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
か
ら
、

E
U
か
ら
の
強
制
の
程
度
は
異
な
る
も

の
の
、
囲
内
政
治
過
程
が
そ
の
成
否
を
左
右
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
共
同
体
方
式
と

O
M
Cと
は
何
ら
相
違
が
な
い
。
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（ニ）

実
証
的
な
観
点
か
ら
の
異
同
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ひ
る
が
え
っ
て
、
実
証
研
究
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
実
例
に
お
い
て
も
、
や
は
り
O
M
C
は
共
同
体
方
式
と
同
様
、
国
内
政
治
要

因
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

O
M
C
の
事
例
研
究
、
と
り
わ
け
そ
の
成
否
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
論
考
に

は
、
圧
倒
的
に

E
E
S
の
事
例
を
と
り
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。
リ
ス
ボ
ン
戦
略
以
降
の
年
金
や
社
会
包
摂
の
分
野
と
は
異
な
り
、

E

E
S
は
条
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
た
め
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
の
成
果
を
客
観
的
に
評
価
し
や
す
い
と

（拓〉

い
う
実
情
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

E
E
Sを
事
例
に
し
た
研
究
を
概
観
す
る
と
、

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
の
下
で
は
、
あ
る
加
盟
国
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
イ

ス
が
別
の
加
盟
国
に
は
直
接
浸
透
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
各
国
の
環
境
や
制
度
、
行
為
主
体
、
利
益
に
応
じ
て
国
内
政
治
過
程
を

通
じ
て
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ
と
ビ
シ
ョ
ッ
プ
は
、

E
E
Sを
適
用
す
る
ド
イ
ツ
と
フ
ラ

ン
ス
の
事
例
を
通
じ
て
、

V
E
T
O
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
具
体
的
に
は
連
邦
各
州
、
教
会
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
、

N
G
O
な
ど
利
害
関

係
者
が
関
係
し
て
い
る
た
め
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
そ
の
ま
ま
別
の
加
盟
国

（部）

に
は
浸
透
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
人
の
研
究
は
加
盟
国
に
よ
る

E
E
S
の
採
択
を
術
服
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

E
E
S
の
細
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
精
査
し
た
の

（訂）

で
あ
る
。
彼
ら
は

E
E
S
で
定
め
ら
れ
た
四
つ
の
柱
に
わ
た
る
計
二
六
の
ピ

が
、
ケ
イ
ジ
！
と
ゴ
ー
ル
ド
（
わ

g
a
g
品。。
E）

ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
を
対
象
に
し
て
レ
ビ
ュ
ー
参
加
者
を
は
じ
め
と
す
る
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
ベ
ス

ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
他
国
へ
の
浸
透
可
能
性
、
他
の
加
盟
国
の
学
習
阻
害
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
彼
ら
は
、
各
国
の
制
度
の
相
違
が
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
導
入
の
障
害
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
と
え
ば
、
企

業
の
社
会
的
責
任
に
関
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
障
害
者
の
労
働
に
関
す
る
政
策
や
労
働

時
間
に
つ
い
て
の
政
策
は
自
国
で
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
自
主
的
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
と
い
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う
差
異
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

EEoロ
t
S
E
E
m
胃。
m
g
B
B
O）
を
検
討
し
た
デ
ン
マ
ー

ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
、
訓
練
を
規
制
す
る
際
に
は
社
会
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
重
要
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、

（
中
央
集
権
的
な
）
イ
ギ
リ
ス
の
取
り
組
み
が
自
国
の
産
業
従
事
者
の
関
係
に
は
適
合
し
な
い
と
評
価
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
「
フ
レ
キ

シ
キ
ュ
リ
テ
イ
（
己
完
付
信
号
可
）
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
当
局
は
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
新
た
な
対
話

（却）

形
式
が
自
国
に
は
必
要
に
な
る
こ
と
を
示
唆
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
よ
り
大
き
な
政
治
的
な
構
造
や
文
化
も
、
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
導
入
に
影
響
し
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
高
齢
労
働
者
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
ベ
ル
ギ
ー
は
、
自
国
の
連
邦
的
な
政
体
に
言
及
し
て
政
治
体
制
の
相
違
に

よ
る
他
国
の
取
り
組
み
の
適
用
困
難
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、

自
国
が
労
働
市
場
政
策
を
分
権
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
央
集
権
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
女
性
起
業
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
ギ
リ
シ
ャ
は
、
女
性
の
起
業
に
つ
い
て
の
ギ
リ
シ
ャ
園
内
で
の
イ

メ
ー
ジ
が
障
壁
に
な
る
と
指
摘
、
文
化
的
な
背
景
の
相
違
が
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
通
じ
た
学
習
の
障
壁
に
な
る
こ
と
を
示
唆

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
ベ
ル
ギ
ー
は
、
雇
用
者
や
労
働
組
合
が
企
業

の
社
会
的
責
任
と
い
う
概
念
自
体
を
受
容
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
所
管
省
庁
の
担
当
分
野
が
影
響
す

る
場
合
も
あ
り
、
雇
用
、
教
育
、
訓
練
を
単
独
の
省
庁
が
カ
バ
ー
で
き
る
か
ど
う
か
で
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

（却）

を
導
入
で
き
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
知
見
、
す
な
わ
ち
各
加
盟
国
の
国
内
事
情
が
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
の
収
数
の
成
否
を
左
右
す
る
と
い
う
指
摘
は
、

共
同
体
方
式
に
お
け
る
知
見
と
も
合
致
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
電
気
通
信
政
策
で
は
、
非
規
制
化
の
た
め
に
憲
法
改
正
を
必
要
と

し
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
憲
法
改
正
に
必
要
な
議
員
数
を
動
員
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
改
革
へ
の
留
保
と

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
電
気
通
信
事
業
の
職
員
を
公
務
員
と
し
て
一
雇
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
地
位
を
保
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な
っ
て
現
れ
た
。
ま
た
、
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証
す
る
か
ど
う
か
で
労
働
組
合
と
交
渉
の
余
地
が
生
じ
、
改
革
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
事
業
の
公
共
性
を
重
視
す
る
政
府
の
姿
勢
も
、

非
規
制
化
の
進
捗
に
影
響
し
た
。
ま
た
、
遺
伝
子
組
替
穀
物
の

E
U
レ
ベ
ル
の
認
可
（
同
穀
物
を
自
由
に

E
U域
内
で
上
市
、
流
通
さ

せ
る
た
め
の
共
通
ル
l
ル
の
策
定
と
実
行
）
に
つ
い
て
の
事
例
で
は
、
ド
イ
ツ
は
国
家
と
し
て
先
端
技
術
・
医
療
分
野
に
て
こ
入
れ
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
緑
の
党
が
入
閣
し
た
後
で
す
ら
（
環
境
や
人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
）
遺
伝
子
組
替
体
の
認
可
を
留
保
す

一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
自
国
の
有
機
農
法
と
の
兼
ね
合
い
で
国
民
請
願
制
度
を
通
じ
て
強
固
な
反
対
が

394 

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

圏
内
政
治
過
程
に
お
い
て
集
約
さ
れ
、

E
U
レ
ベ
ル
の
立
法
に
強
固
反
対
し
て
独
自
に
輸
入
禁
止
措
置
を
と
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、

農
業
作
物
の
輸
出
、
市
場
獲
得
競
争
に
積
極
的
な
生
産
者
（
農
家
）
と
こ
れ
に
慎
重
な
グ
ル
ー
プ
と
の
聞
で
ア
ン
ピ
バ
レ
ン
ト
な
政

（却）

策
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
結
局
、

E
U
か
ら
強
制
が
あ
る
に
せ
よ
、
加
盟
国
に
自
主
的
解
決
の
余
地
が
あ
る
に
せ
よ
、
自
国

が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
実
践
す
る
た
め
に
は
圏
内
政
治
過
程
を
通
す
必
要
が
あ
り
、
こ
の
結
果
如
何
で

E
U
レ
ベ

ル
の
取
り
組
み
の
成
否
が
決
ま
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
強
制
と
非
強
制
、
集
権
と
分
権
、
受
動
的
と
自
主
的
と
い
う
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
共
同
体
方
式
と
O
M
C
は、

理
論
的
に
も
実
証
的
に
も
、
そ
の
究
極
的
な
成
否
が
加
盟
国
の
国
内
政
治
に
左
右
さ
れ
る
。
参
加
や
自
主
的
学
習
な
ど
と
い
っ
た
O

M
C
の
特
徴
た
る
部
分
が
発
揮
さ
れ
な
い
以
上
、

O
M
C
の
非
強
制
的
性
質
は
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
収
赦
達
成
に
と
っ
て
は
障
害

に
し
か
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
自
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
ゆ
え
に
加
盟
国
間
の
相
違
に
よ
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
適
用
の
回

避
が
ま
か
り
と
お
っ
て
お
り
、

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
の
収
数
が
生
じ
る
こ
と
な
く
リ
ス
ボ
ン
戦
略
が

行
き
詰
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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O
M
C
は
、
雇
用
、
教
育
な
ど
に
か
か
わ
る
社
会
的
な
政
策
領
域
で
用
い
ら
れ
た
政
策
方
式
で
あ
り
、
そ
の
政
策
領
域
の
性
質
上
、

そ
の
政
策
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
分
権
、
参
加
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
強
調
さ
れ
た
。

O
M
C
は
、
高
失
業
、
低
成
長
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
不
足
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
関
心
事
に
対
し
て
、
各
国
の
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
す
た
め

に
生
み
出
さ
れ
た
政
策
方
式
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
非
強
制
的
か
つ
分
権
的
性
質
は
、
所
期
の
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
参
加
は
実
際
に
は
限
ら
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
加
盟
国
の
多
様
な
囲
内
情
勢
が
相
互
学
習
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
雇
用
率
や
成
長
率
に
も
改
善
が
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

E
U
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
政
治
、
政
策
）
と
い
う
点
で
は
、

E
U
の
政
策
方
式
に
お
け
る
参
加
と
学
習
プ
ロ
セ
ス
の

制
度
化
が
「
新
た
な
形
式
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
注
目
す
る
部
分
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

O
M
C
の

特
質
を
も
っ
て
「
新
た
な
形
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
形
容
し
こ
れ
を
一
研
究
領
域
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

か
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
は
、
理
論
的
に
も
実
証
的
に
も
、

E
U政
治
、
政
策
を
左
右
す
る
究
極
の
要
因
と
い
う
意
味
に
お
い
て

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
所
在
は
、

O
M
C
、
共
同
体
方
式
の
い
ず
れ
も
囲
内
政
治
過
程
に
あ
る
と
い
う
点
で
相
違
が
な
か
っ
た
。
オ
l
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
起
因
し
て

E
U
レ
ベ
ル
の
強
制
が
は
た
ら
か
な
い
分
、

o
M
C
は
共
同
体
方
式
に
比
べ
て
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
の
収

赦
へ
の
期
待
度
が
実
際
に
は
低
く
な
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

E
U
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
や
強
制
が
な
い
限
り
、

O
M
C

プ
ロ
セ
ス
は
加
盟
国
間
の
取
り
組
み
収
赦
に
は
貢
献
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

E
U研
究
で
は
、
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
手
始
め
に
、
欧
州
化
、
「
新
し
い
ガ
パ
ナ
ン
ス
」
な
ど
、
新
た
な
現
象
が
見

ら
れ
る
た
び
に
新
た
な
名
称
、
研
究
潮
流
が
成
立
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
現
象
に
そ
の
ま
ま
新
た
な
ラ
ベ
ル

を
貼
る
の
で
は
な
く
、
新
旧
現
象
聞
の
根
本
的
な
性
質
の
異
同
に
よ
っ
て
ラ
ベ
ル
付
け
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

395 
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（l
）
双
方
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
出
。

ι
8ロ（
N
0
2
）一回

2
8・
旨

2
5仲
間
百
円
四
宮

g色
E
G
g
s－
な
お
、
「
新

た
な
形
式
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と

O
M
C
に
つ
い
て
は
、

z。
当
富
。
品
。
。
向
。
。
4
0
5
mロ
の
ゆ
可
吋
O
』
ゅ
の
丹
の
サ
イ
ト
も
参
照
。

Z
Gミ

省
当
者
－

o
z
lロ
od司
m
o
d
・
2
m＼宮内田
oun・
mwω
唱

（2
）
か
よ
う
な
指
摘
は
、
す
で
に
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ピ
ズ
ム
の
発
想
を
く
む
研
究
者
に
よ
っ
て
従
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
以
下
。
ヨ
ロ
ロ
0
5。
5
2
3
a）・

（3
）

E
U
研
究
に
お
い
て
は
、

E
U
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
論
じ
る
際
に
、
政
体
（
吉
宮
芝
、
政
策
、
政
治
い
ず
れ
に
注
目
す
る
の
か

を
区
別
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（4
）
詳
細
は
以
下
を
参
照

o
n
8
3
8一色。。
E

（N
c
o
g
・
u・N
N
m
u
N
a
Sロ（
N
0
0
3
・唱－
N
・

（5
）
詳
細
は
以
下
を
参
照

o
n
m
ω
3
8色
。
。
E

（N
O
O
日）・司－
N
m
・

（6
）

N
E
Z
E
ロ（
N
c
o
s
－司・
ω・

（7
）
明
信
吋
。
宮
出
口
。
。
ロ
ロ
の
己
（
N
c
o
s
・匂阿南
ω一・
H
I
N
N
－

（

8
）
』
『
食
料
七

m
g・区

ls

（

9
）

N
E
H
F
－司

R－
a・

（
叩
）
こ
こ
で
は
、
明
確
な
立
法
措
置
を
と
も
な
わ
ず
、
な
お
か
つ
目
標
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
罰
則
が
な
い
、
と
い
う
意

味
で
「
ソ
フ
ト
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。

（
日
）
開
口
『
。
唱
。
mw
ロ
。
。
ロ
ロ
巳
】
（
N
c
o
g
・唱
mw円

ω
・
ω斗lARC
－

（
ロ
）
句
史
民
－

w
U
R・
ω斗・

（
日
）
』
3
R－－
u
m
w
同・

ω∞・

（日）

O
M
C
の
立
法
手
続
の
特
徴
に
つ
い
て
の
考
察
、
と
り
わ
け
共
同
体
方
式
と
の
比
較
を
念
頭
に
い
れ
た
も
の
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。

回。ロ－
m
v
m
w
m
w
ロ内一－
m。。
σω
。ロ（
N
C
C
h
H
Y
旬開

y
H
∞∞
I
M
C
O
－

（
日
）
わ
芹
－
mw
ロ品何回
M
O
岳山
ω
（N
c
o
s
－唱・∞・

（
日
）
以
上
の
よ
う
な
整
理
に
つ
い
て
は
、
以
下
が
詳
細
か
つ
的
確
で
あ
る

o
c
t
g島
問

F
O島

g
（N
8
3
・
司
・
∞
・
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ



裁量的政策調整と共同体方式の聞の理論・実証上の差異に関する批判的考察

た
が
、
広
範
経
済
政
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
B
E
P
G
s
一
回

g
包
開
。
。
回
。
B
W
司。

z
qの
巳
品
。
ロ
ロ

g）
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
出
。
色

gロ（
N
0
2）
の
よ
う
な
一
部
の
研
究
者
は
、
マ

l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
定
め
ら
れ
た
経
済
調
整
や
安
定
成
長
協
定
も
広
義

に
は
O
M
C
に
含
ま
れ
る
と
主
張
し
て
い
て
、
必
ず
し
も
一
致
を
み
て
い
な
い
。
国
旦
g
H
5
c－g
（N
0
0
3・司・
ωHH
・0
運
命
巳
巴

q
F・
N・

（
げ
）
た
と
え
ば
、
以
下
。
出
色
色

2
5片
F
R丘
恩
R
F
O町
内

C
o
o
s
－

（
問
）
回
。
円
R
w
m
m同
氏
。
2
4
0
（N
c
o
s
－唱唱・
ωωωlωω
品・

（
問
）
か
よ
う
な
指
摘
に
つ
い
て
は
、

E
E
S
を
重
点
的
に
研
究
し
た

N
巴
呂
田
や

V
g
σ
g
q
O
M
C
に
よ
る
「
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

に
つ
い
て
研
究
し
た
〈
民
色
】
な
ど
に
よ
る
。

N
a
sロ（
NCC印
σ）・旬開
yhgolhgH
・一一
NO伊丹ロロ

C
o
o
s－唱－
a－L
E
R。
σω
。ロ

g
一角田〈民巳】

（NCCJ可）w
唱・一戸∞恥・

（
却
）
の
ωωOM『
ωロ
品
。
。
E
（N
c
o
g
・唱－
N∞・

（幻）

N
a己
宮
（
N
0
0
3
・唱・。・

（
辺
）
《
v
g
o
M『
ωロ
品
。
。
冨
（
N
c
o
g
・唱－
N∞・

（お）

i
g
R・・唱司・
ωolωω
・

（M
）
国
包
品
。
ロ
吋
角
川
宵
V
m
w
ロ円四回宮の何回。民（
N
c
o
g
・唱－
mN0・

（
お
）
た
と
え
ば
、
以
下
を
参
照
。
ハ
U
8
3
8品
。
。
E
（NCC印）・

（
お
）
域
内
市
場
統
合
計
画
と
共
同
体
方
式
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。
田
中
俊
郎
（
一
九
八
八
、
一
九
九
O
）、

田
中
素
香
（
二

O
O
八
）
、
井
上
（
二

O
一
O
）。

（
幻
）
詳
し
く
は
、
井
上
（
二

O
一
O
）
を
参
照
。

（
お
）
出
色
品
。
ロ
お
片
HMmロ円四回宮の
F
o
－R（N
c
o
g
・唱－
mHa・

（

mm）

LgR七回》－
mom－

mOJ可・

（
初
）
詳
し
く
は
、
以
下
を
参
照
。
。
。
当
－
o
p
n
3。
Bω
。
g
品
目
ω
8
（NCCH）
・
ま
た
、
欧
州
化
研
究
の
研
究
領
域
と
し
て
の
特
徴
、
分
析

射
程
に
つ
い
て
の
詳
細
、
主
要
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
依
拠
し
て
い
る
。
井
上
（
二

O
一
O
）
、
六
五
｜
六
八
頁
。

（
訂
）
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
に
対
し
て
、
付
E
U
に
よ
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
作
成
か
ら
加
盟
国
に
よ
る
計
画
と
そ
の
実
行
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー

と
そ
の
学
習
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
循
環
型
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
、
口
そ
れ
と
同
時
に
欧
州
化
の
よ
う
に
E
U
レ
ベ
ル
で
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定
ま
っ
た
も
の
を
加
盟
国
に
適
用
さ
せ
る
圧
力
を
か
け
な
い
政
策
方
式
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、

O
M
C
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
は
欧
州
化
の

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
は
異
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

N
包
岳
ロ
（
N08ω
）ゐ－
Na・
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
の
問
題
関
心
が
学

習
成
立
の
国
内
的
条
件
（
要
因
）
で
あ
る
こ
と
と
、
複
数
回
の
サ
イ
ク
ル
を
ま
た
い
だ
学
習
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
実
際
に
は
ほ
と
ん

ど
存
在
せ
ず
、
当
該
指
摘
の
信
想
性
を
確
認
・
支
持
す
る
事
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
当
該
指
摘
を
採
用
せ
ず
、
欧
州
化
の
学
習

と
O
M
C
サ
イ
ク
ル
の
学
習
と
を
対
比
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
詑
）
の
mmwou可
山
口
品
。
。
E
（N
c
o
g
・古一司・
ωOlωω
・

（
お
）
わ
伊
丹
即

mwロ
仏
間
F
。岳山
ω
（N
0
0
3
・司・叶・

（
泊
）
出
色
色
。
ロ
お
片
F
mロ
島
田
町
の
V
O
同町（
N
c
o
g・

（
お
）
理
事
会
決
議
に
よ
っ
て
O
M
C採
用
が
決
ま
っ
た
社
会
包
摂
や
年
金
の
分
野
に
お
い
て
も
、
評
価
の
た
め
の
数
値
指
標
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
指
標
自
体
を
達
成
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
条
約
で
明
確
に
プ
ロ
セ
ス
が

定
め
ら
れ
た

E
E
Sと
は
異
な
り
、
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
、
と
り
わ
け
あ
る
加
盟
国
に
よ
る
他
国
の
取
り
組
み
へ
の
評
価
を
つ
ぶ

さ
に
追
跡
し
こ
れ
を
検
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

E
E
S
に
事
例
研
究
が
集
中
す
る
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

O
M
C
の
特
徴
と
そ
の
発
揮
の
程
度
と
共
同
体
方
式
と
の
異
同
と
い
う
本
論
文
の
関
心
の
範
囲
で
は
、
リ
ス
ボ
ン
戦
略
の
中
間
見
直
し
は

O
M
C
プ
ロ
セ
ス
自
体
に
特
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
た
め
、
中
間
見
直
し
の
前
の
O
M
C
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
研
究
成
果
も
参
照
し

て
い
る
。
当
該
根
拠
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
。

kF司
自
己
円
。
ロ
伊
国
o
m
m・
8
白色
N
a
sロ（
N
c
o
g
・旬開】・
hpω
∞l
主九日・

（
お
）
同
色
色
。
ロ
円
。
宵
Fmwロ
島
田
町
の
伊
。
民
（
N
c
o
g
・

（
幻
）
ハ
ummwO可
ωロ
品
。
。
E
（N
C
o
g・

（
お
）
以
上
は
、
す
べ
て
以
下
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
O
L
S
R
よ
冨
y
N
∞l
ぉ・

（
ぬ
）
以
上
も
、
先
と
同
様
、
以
下
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
o
h
R
R
H・

（
ω）
以
上
、
共
同
体
方
式
に
お
け
る
国
内
政
治
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
井
上
（
二

O
一
O
）。
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